
広報によど川 4月号 《18》《19》 広報によど川 4月号

J-ALERT（全国瞬時警報システム）運用開始J-ALERT（全国瞬時警報システム）運用開始

四
国
初

　高
知
県
に

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入

　”空
飛
ぶ
救
命
室
“
と
呼
ば
れ
る
救
命

医
療
専
用
ヘ
リ
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
が
、

四
国
で
は
初
め
て
高
知
県
に
導
入
さ
れ
、

三
月
十
四
日
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
を
基
地

病
院
と
し
て
運
航
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
二
十
一
年
度
に
は
、
重
症
患
者
の

約
七
割
を
管
外
搬
送
（
高
吾
北
地
域
以
外

へ
の
搬
送
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

が
あ
っ
た
な
か
、
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
搬
送

は
年
々
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　今
ま
で
も
、
消
防
防
災
ヘ
リ
「
り
ょ
う

ま
」
に
医
師
同
乗
の
も
と
重
症
患
者
を
搬

送
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
「
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
」
と
い
う
新
た
な
搬
送
手
段
が
増

え
、
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
重
症
患
者
を

救
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
北
関
東
大
震
災

へ
の
対
応
に
つ
い
て

　先
日
の
区
長
回
覧
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
も
「
東
北
関
東
大

震
災
義
援
金
」
の
お
願
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
と

町
議
会
の
対
応
を
ご
報
告
し
ま

す
。

【
町
】

　町
は
被
災
地
へ
義
援
金
百
万

円
を
送
り
、
町
に
備
蓄
し
て
い

る
救
援
物
資
（
非
常
食
千
五
百

食
、
毛
布
四
百
二
十
枚
）
の
搬

送
を
実
施
し
ま
し
た
。
要
請
が

あ
れ
ば
、
検
討
の
う
え
職
員
の

派
遣
に
応
じ
ま
す
。

【
町
議
会
】

　町
議
会
議
員
は
、
義
援
金
を

送
り
ま
す
。

救命率の向上に大きな効果が期待されます

（葛原緊急用ヘリポート）

町が搬送した救援物資

　対処に時間的余裕のない事態に関する情報が、国（消防庁）から衛星

通信ネットワークを用いて瞬時に送信され、町の防災行政無線を自動的

に起動して「警報と放送」を行います。

　大地震、武力攻撃、テロなどの緊急事態が迫った場合に、防災行政無

線を通じて放送し、皆さんに注意を呼びかけ、早期の避難や被害の最小

化に役立てようとするシステムです。

　これらの情報は、自動的に放送されるシステムのため、24時間いつ

でも（真夜中でも）放送されます。

　家族や職場などで、万が一緊急放送があった場合の行動について、確

認をしておいてください。

地震に関する情報

①緊急地震速報（予測震度が５弱以上のとき）

　直下型地震や震源が近い場合は、速報が間に合

わないことがあります。

②震度速報

武力攻撃事態等に関する国民保護情報

①ゲリラ等による攻撃情報

②航空攻撃情報

③弾道ミサイルによる攻撃情報

④大規模テロ情報

交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ

「自転車の交通ルール」守って楽しく安全に！

○歩道のない道路では、道路の左端を通りましょう

○『止まれ』の標識がある所は、必ず一時停止

○交差点に自転車横断帯があれば、必ずそこを通りましょう

○ヘルメットを正しく着用しましょう

★自転車は、自動車やバイクと同じ『車両』の仲間です。

  歩道は歩行者優先。歩いている人に道を譲る心くばりを。

　花咲く暖かい季節になり、心弾ませ

ながら大きなランドセルを背負った新１

年生たちを見かけます。

　まだ通学路にも慣れていませんの

で、地域の皆さんが温かい目で見守って

あげましょう。

　また、子どもたちのお手本になるよ

う、日ごろから交通ルールをしっかり守

りましょう。

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

　今回の震災に便乗し「災害支援のため寄付をお願いします」などと、実在する団体や市町村職員などを

名乗って、金銭を振り込ませようとする詐欺が相次ぎ、警察庁は注意を呼びかけています。

　自治体や公的な団体が一般の家庭に対し個別に義援金を集めることは通常ありませんので、そのような

電話やメールには注意してください。

　本町では、住民の皆さんの安全を守るため、４月１日からJ-ALERT（全国瞬時警報システム）

による緊急放送を開始します。

義援金詐欺にご注意を  ～あなたの善意を無駄にしないために～

※例年4月に実施している「春の全国交通安全運動」は
　5月11日（水）から5月20日（金）の期間に実施します。
　皆さまのご協力とご理解よろしくお願いいたします。

J-ALERTにより放送される情報

J-ALERT　ジェイ アラートとは？

重要
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J-ALERT（全国瞬時警報システム）運用開始J-ALERT（全国瞬時警報システム）運用開始
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。

救命率の向上に大きな効果が期待されます

（葛原緊急用ヘリポート）

町が搬送した救援物資

　対処に時間的余裕のない事態に関する情報が、国（消防庁）から衛星

通信ネットワークを用いて瞬時に送信され、町の防災行政無線を自動的

に起動して「警報と放送」を行います。

　大地震、武力攻撃、テロなどの緊急事態が迫った場合に、防災行政無

線を通じて放送し、皆さんに注意を呼びかけ、早期の避難や被害の最小

化に役立てようとするシステムです。

　これらの情報は、自動的に放送されるシステムのため、24時間いつ

でも（真夜中でも）放送されます。

　家族や職場などで、万が一緊急放送があった場合の行動について、確

認をしておいてください。

地震に関する情報

①緊急地震速報（予測震度が５弱以上のとき）

　直下型地震や震源が近い場合は、速報が間に合

わないことがあります。

②震度速報

武力攻撃事態等に関する国民保護情報

①ゲリラ等による攻撃情報

②航空攻撃情報

③弾道ミサイルによる攻撃情報

④大規模テロ情報

交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ

「自転車の交通ルール」守って楽しく安全に！

○歩道のない道路では、道路の左端を通りましょう

○『止まれ』の標識がある所は、必ず一時停止

○交差点に自転車横断帯があれば、必ずそこを通りましょう

○ヘルメットを正しく着用しましょう

★自転車は、自動車やバイクと同じ『車両』の仲間です。

  歩道は歩行者優先。歩いている人に道を譲る心くばりを。

　花咲く暖かい季節になり、心弾ませ

ながら大きなランドセルを背負った新１

年生たちを見かけます。

　まだ通学路にも慣れていませんの

で、地域の皆さんが温かい目で見守って

あげましょう。

　また、子どもたちのお手本になるよ

う、日ごろから交通ルールをしっかり守

りましょう。

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

　今回の震災に便乗し「災害支援のため寄付をお願いします」などと、実在する団体や市町村職員などを

名乗って、金銭を振り込ませようとする詐欺が相次ぎ、警察庁は注意を呼びかけています。

　自治体や公的な団体が一般の家庭に対し個別に義援金を集めることは通常ありませんので、そのような

電話やメールには注意してください。

　本町では、住民の皆さんの安全を守るため、４月１日からJ-ALERT（全国瞬時警報システム）

による緊急放送を開始します。

義援金詐欺にご注意を  ～あなたの善意を無駄にしないために～

※例年4月に実施している「春の全国交通安全運動」は
　5月11日（水）から5月20日（金）の期間に実施します。
　皆さまのご協力とご理解よろしくお願いいたします。

J-ALERTにより放送される情報

J-ALERT　ジェイ アラートとは？

重要



広報によど川 4月号 《20》《21》 広報によど川 4月号

子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　吾川郡内には、仁淀川町に３校、

いの町に５校の中学校があります。

去る１月28日、いの町の１校を除く

７中学校の生徒会執行部44人が一

堂に会し、中央公民館で「吾川郡生

徒会交流会」が開催されました。

　「みんなが主役の生徒会　異年

齢集団による交流活動の充実に向

けて」というテーマで様々な研修を

しました。

　当日は自己紹介をした後、ブロックゲームをしま

した。別の部屋にある数十個の積み木で作られてい

るオブジェを、グループで話し合いながら協力し再

現するというゲームです。初めはお互い緊張してい

ましたが、徐々に会話が多くなり、協力しながらゲー

ムに取り組んでいました。

　その後、各学校の生徒会の取り

組みについて情報交換をしました。

資料やスケッチブックを用意し、わ

かりやすく説明している学校もあり

ました。

　午後からは、高知県教育委員会中

部教育事務所の長岡誠司指導主事に

よる、体を動かしながら仲間作りが

できるゲームなどを体験しました。

　生徒たちはこの交流会を通して、

郡内の生徒会の取り組みを知ることができたととも

に、仲間と協力することの大切さを再確認したよう

です。「この研修会で学んだことを自校の生徒会活

動に生かしたい」という意見が多数聞かれました。

各学校の生徒会が活発に活動することで、中学校を

よりよくしてもらいたいと思いました。

郡内７中学校の生徒会が一堂に

☆お知らせ
　４月23日～５月12日は子どもの読書週間です。

子どもたちの読書にご協力お願いします。

標語「友だち100冊つくるんだ」
＊図書のご利用案内＊

　お読みになりたい図書があればご相談くださ

い。無料で県内の図書館より取り寄せ、貸し出

しすることができます。

相談窓口：仁淀川町教育委員会　

　　　　 ☎３５－００１９

☆仁淀川町の中学生がすすめる一冊
　第９回目のおすすめの図書はこちらです。

１．『いつか天魔の黒ウサギ』（シリーズ７巻）

鏡貴也著　富士見書房刊

＊ライトノベル小説の１つ。略称は

「いつ天」。イラストは榎宮祐で、

2008年11月より刊行されてい

る。2011年１月には正式にテレビ

アニメ化が発表された。

・吾川中学校１年　片岡佳穏さん

おすすめの理由　戦いがはらはらドキドキ。絵が

かわいい。

２．『プレゼント』　　　　星野夏著　ポプラ社刊

＊50万人が涙した『あおぞら』から３年。亡き恋人へ

の想いを胸に、看護師への道を歩きは

じめた21歳・星川夏の待望の新刊！

・吾川中学校２年　川村菜華さん

おすすめの理由　この本を読んで、将

来に自信がもてました。いろんなこ

とに前向きになれるようになりました。

雪
に
舞
ひ
背
に
し
な
り
し
大
鳥
毛

森

　松
岡 

豊
子

〈
特
選
〉

４
月
か
ら「
障
害

年
金
加
算
改
善
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す

「秋葉まつり俳句」入選作品発表
仁淀俳句会主催

　今
年
は
雪
の
中
の
秋
葉

ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
応
募
さ
れ

た
俳
句
に
は
、
ま
つ
り
と

雪
の
取
り
合
わ
せ
の
も
の

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
季

語
の
句
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら
今
年
の
秋
葉
ま

つ
り
ら
し
く
詠
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　ア
メ
リ
カ
か
ら
、
わ
ざ

わ
ざ
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
な

ら
ぬ
こ
の
天
空
の
里
ま
で

来
て
輿
守
を
務
め
た
、
ザ

ッ
ク
・
ス
タ
ー
ン
さ
ん
を

詠
ん
だ
句
も
あ
り
ま
し

た
。
過
疎
、
高
齢
化
、
ま

た
、
限
界
集
落
が
問
題
に

さ
れ
て
い
る
時
、
こ
れ
ら

の
句
は
、
ザ
ッ
ク
さ
ん
へ

の
挨
拶
句
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　選
句
に
あ
た
り
、
添
削

し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
選
者

　池
野
い
ち
び
）

　間合いをはかって投げた約6・５㍍の鳥毛

が宙を舞う。受けとめた鳥毛が背中で撓

う。満身の力でその鳥毛を立て直す。

　息の合った二人の鳥毛ひねりの、一挙手

一投足を凝視して詠まれた句です。

　この句の場合、「大鳥毛」という措辞は、

おおげさではありません。

国

民

年

金

だ

よ

り

吾川郡生徒会交流会

他校生と協力して取り組む様子

　こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
当

時
に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶

者
や
お
子
様
が
い
る
場
合

で
、
障
害
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
に
該
当
す
る
方
に
加

算
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
三
年
四
月
施
行
の

「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が

発
生
し
た
後
に
、
生
計
を
維

持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶

者
や
お
子
様
が
い
る
場
合
に

も
届
け
出
に
よ
っ
て
加
算
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
ま
で
は

・
受
給
権
発
生
時
に
既
に
生

計
を
維
持
す
る
配
偶
者
や

お
子
様
を
有
し
て
い
る
場

合
に
は
、
受
給
権
発
生
時

か
ら
加
算
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
受
給
権
発
生
時
に
お
け
る

生
計
維
持
関
係
を
確
認
し

て
い
ま
し
た

４
月
か
ら
は
加
算
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す
！

・
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

よ
り
前
に
お
い
て
、
受
給

権
発
生
後
に
生
計
を
維
持

す
る
配
偶
者
や
お
子
様
を

有
し
て
い
る
場
合
に
は
、

法
施
行
時
か
ら
加
算
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
に
お
け
る
生
計
維
持

関
係
を
確
認
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

・
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

以
降
に
お
い
て
、
受
給
権

発
生
後
に
生
計
を
維
持
す

る
配
偶
者
や
お
子
様
を
有

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
事
実
が
発
生
し

た
時
点
か
ら
加
算
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
婚
姻
、
出
生
等
の
事
実
が

発
生
し
た
日
に
お
け
る
生

計
維
持
関
係
を
確
認
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

　高
知
西
年
金
事
務
所

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

〈
佳
作
〉日

高
村

　中
村

　梅
子

全
身
で
毛
槍
受
け
止
め
息
白
し

森

　田
村

　千
草

秋
葉

　子
雪
の
山
河
へ
谺
す
る

森

　田
村

　大
陸

春
雪
の
山
の
光
り
に
鳥
毛
舞
ふ

別
枝

　市
川

　千
秋

火
の
神
の
一
盞
受
く
る
秋
葉
祭

加
枝

　高
橋

　幸
恵

輿
守
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
秋
葉

練
り

〈
入
選
〉

川
渡

　吉
田
豊
之
助

走
り
根
の
雪
蹴
散
ら
し
て
荒
神

輿

日
高
村

　中
村

　梅
子

一
山
の
雪
化
粧
し
て
秋
葉
練
り

中
ノ
瀬

　古
味

　幸
子

梅
か
た
し
稚
児
の
裝
束
出
た
て

待
つ

別
枝

　市
川

　千
秋

油
売
り
雪
解
け
の
庭
ひ
と
り
じ

め

森

　田
村

　千
草

秋
葉
祭
納
め
神
楽
に
夕
日
燃
ゆ

川
渡

　川
上

　純
子

廻
り
道
近
道
し
て
追
ふ
秋
葉
練

り

中
ノ
瀬

　古
味

　幸
子

荒
神
輿
足
も
と
春
の
泥
を
練
る

森

　谷
脇

　義
幸

舞
い
ひ
ね
り
指
が
雪
掃
く
鳥
毛

役

川
渡

　吉
田
豊
之
祐

海
越
え
し
肩
に
秋
葉
の
荒
神
輿

竹
ノ
谷

　松
田

　春
栄

秋
葉
祭
兄
お
と
う
と
の
毛
や
り

舞
ふ

森

　谷
脇
井
津
子

踊
り
児
等
長
靴
で
練
る
雪
の
庭

別
枝

　竹
村

　博
香

秋
葉
祭
家
族
総
出
の
役
付
き
か

高
知
市

　島
崎

　文
子

雪
降
る
も
寒
さ
ふ
き
と
ぶ
油
売

り

森

　松
岡

　豊
子

外
国
よ
り
み
こ
し
担
ぎ
に
秋
葉

祭

高
知
市

　小
笠
原
寿
予
子

九
十
九
な
る
神
輿
帰
り
や
秋
葉

祭

高
知
市

　小
笠
原
哲
輔

秋
葉
祭
古
人
の
影
も
入
り
乱
れ

川
渡

　中
越
伊
佐
子

か
た
ち
よ
く
ま
ね
す
る
ま
ご
と

あ
き
ば
さ
い

森

　西
森

　今
子

伊
予
土
佐
の
観
衆
集
め
秋
葉
祭

しな




